
≪活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り≫

１．活動テーマ

≪テーマ≫

≪テーマの設定理由≫

２．活動スケジュール

３．探求活動の実践 ４．振り返り

≪活動の内容≫（活動のために準備した素材や道具、環境の設定） ≪振り返りにより得た保育者の気づき≫

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

みんなのもりに出掛け、落ち葉を集めたり植物の種を見つけたりして冬の森
で体をたくさん動かす。
・散歩リュック
・ビニール袋

みんなのもりで遊んでいると吹き抜けた風で落ち葉が
ひらひらと落ちてきた。子どもが気が付き上を見上げ
ていたので保育者が落ち葉を集めて巻き上げた。
子どもも笑顔でじっくり見た後に、同じように保育者
の真似をしていた。

保育者「いくよ、それ！」
子ども「それー」
保育者「ひらひらするね！」
子ども「それー」

毛のついた種を見せながら
子ども「これなに？」
保育者「なんだろう？種かな。不思議だね、もっとある
　　　　かな。さがしてみよう！」
子ども「あったよ！」
保育者「すごいね！」
　

風で舞う落ち葉の様子に子どもが気づいている姿から、保育者がそれを再現することに
よって自分もやってみようと関心を寄せていた。頭から落ち葉をかぶったり、風に流れ
ていくことが楽しいと感じ繰り返していた。また、種や木の実を見つけてなんだろうと
子ども達なりに疑問感じていた。

クラス名（年齢）

年間テーマ

冬の森を楽しもう

森で落ち葉や枝などを見つけ冬の自然を保育者と一緒に楽しみたいと考え
た。

クラスの主活動として

光明第七こども園

２０２５．１．１０

輝組（1歳児）

自然

園名

活動日時


